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制定日：2009年3月31日
改定日：2020年6月16日

東海自動車工業株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　代表取締役社長      

　 濱崎　芳行

   

①　循環型社会推進のため、Ecoバッテリーの推奨販売に取り組みます。

①　循環型社会推進のため、Ecoカーの推奨販売に取り組みます。

①　環境に優しく、作業従事者の健康に配慮した塗料への差替えを推進します。

ẋ

ẋ

ểḰ

①　自社における電力・燃料消費に伴う二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

ỄḰ

①　事務所での一般廃棄物の削減と分別廃棄を可能な限り努めます。

②　自動車整備業務に伴う産業廃棄物について、分別回収による資源の有効利用に努めます。

ễḰ

①　自動車整備業務の洗車・工場清掃時に使用する水の節水に努めます。

②　事務所での節水に努めます。

ỆḰ

ệḰớờởờ

ỈḰ

ỉḰ

①　会議等による周知に留まらず、全従業員からの意見・提案を募り双方のコミュニケーションを図ります。

②　外部からの環境に関する苦情や要望に誠実に対応いたします。

③　環境経営への取り組みを環境経営レポートとして組織内外に公表します。
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ẋ

（１） 事業所名及び代表者名

東海自動車工業株式会社

※2020年4月1日

（２） 所在地

本社及び静岡支店（静岡地区）：静岡県静岡市駿河区国吉田二丁目1番11号２０１０年４月９日より認証・登録

TEL 054-263-1122 FAX 054-263-8523

藤枝支店（藤枝地区）：静岡県藤枝市南新屋239　２０１４年４月９日より認証・登録

TEL 054-641-2525 FAX 054-644-8775

吉田支店（吉田地区）：静岡県榛原郡吉田町住吉780-1　２０１４年４月９日より認証・登録

TEL 0548-32-1391 FAX 0548-32-2374

長沼事務所（販売1課・静岡地区（長沼）：静岡県静岡市葵区長沼995-1　

２０１８年１０月より移転　：　２０２０年４月8日　認証・登録

TEL 054-261-1611 FAX 054-263-5983

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　管理本部　　井石　英介　　　　　　　　　　　　　TEL：054-263-1122

担当者　総務部　　　井石　英介　・　小泉　浩　　　　　TEL：054-263-1122

（４） 事業内容（認証・登録の範囲）

（５） 事業の規模

売上高（推定）32億円（2019年4月～2020年3月）

本社 静岡支店 藤枝支店 吉田支店 長沼事務所 合計

従業員　　　　　 19名 79名 39名 25名 16名 178名

延べ床面積　　　 2,671㎡2,199㎡319.10㎡9,242.1㎡
(2020年3月31日現在）

（６） 事業年度　 当年４月～翌年３月

ẋ

登録組織名：
対象組織　：本社・静岡支店　 (静岡地区）

藤枝支店　（藤枝地区）

吉田支店　（吉田地区）

活動　：

登録申請
対象組織　： 長沼事務所（販売1課・静岡地区（長沼）

※2019年4月より集計（２０２０年４月8日　認証・登録）

活動　： 自動車部品・用品・機械工具販売

代表取締役社長　濱崎　芳行

自動車の整備加工・販売・関連商品販売・賃貸・管理請負,保険代理店業務並びに電機機械器具・通信機械器

具・事務用機械器具の販売修理業

4,053㎡

東海自動車工業株式会社

自動車の整備加工・販売・関連商品販売・賃貸・管理請負,保険代理店業務並びに電機機

械器具・通信機械器具・事務用機械器具の販売修理業
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ẋ
電力co2排出係数＝0.472

ṕ Ṗ 2017年度中部電力公表係数に変更

ガソリン：軽油co2排出係数＝2.32：2.58

単位

2018年度

（基準

年）

2018年度

（実績）

2019年度

（目標）

2019年度

（実績）
評価

kg-CO 2／年 253,207 259,551 252,814 237,167 ◎目標達成

kg-CO 2／年 174,423 180,767 174,423 161,795 ◎目標達成

kg-CO 2／年 78,784 78,784 78,391 75,372 ◎目標達成

kg／年 208,972 208,972 208,548 189,769 ◎目標達成

kg／年 1,950 1,950 1,940 1,770 ◎目標達成

kg／年 207,022 207,022 206,608 187,999 ◎目標達成

㎥／年 4,051 4,117 4,031 3,832 ◎目標達成

ṕ 1 ṕ Ṗ

単位

2018年度

（基準

年）

2018年度

（実績）

2019年度

（目標）

2019年度

（実績）
評価

kg-CO 2／年 86,431 80,087 86,057 85,477 ◎目標達成

kg-CO 2／年 11,533 5,189 11,533 12,290 ×目標未達

kg-CO 2／年 74,898 74,898 74,524 73,187 ◎目標達成

kg／年 0 0 0 0 評価なし

kg／年 0 0 0 0 評価なし

kg／年 0 0 0 0 評価なし

㎥／年 125 59 124 112 ◎目標達成

ṕ Ṗ

単位

2018年度

（基準

年）

2018年度

（実績）

2019年度

（目標）

2019年度

（実績）
評価

kg-CO 2／年 339,638 339,638 338,871 322,644 ◎目標達成

kg-CO 2／年 185,956 185,956 185,956 174,085 ×目標未達

kg-CO 2／年 153,682 153,682 152,915 148,559 ◎目標達成

kg／年 208,972 208,972 208,548 189,769 ◎目標達成

kg／年 1,950 1,950 1,940 1,770 ◎目標達成

kg／年 207,022 207,022 206,608 187,999 ◎目標達成

㎥／年 4,176 4,176 4,155 3,944 ◎目標達成

※評価

産業廃棄物　排出量

総排水量

※静岡地区（長沼事業所）は本社・静岡支店より2018年10月より長沼事務所へと移転の為、2018年度の電

力使用量について、長沼事務所における2018年9月度までの実績値はなく2018年10月～2019年3月の実績値と

なっています。また2018年4月から2018年9月までの数値は本社・静岡支店に反映されています。2018年度基準

年の各地区数値は2018年10月以降の実績値平均値を基に算出し2019年度目標としても設定しています。

静岡地区においては、電力使用量の削減を除く項目のおいて目標達成することができた。電力使用量の削減において本

社・静岡支店としては目標値を上回ることができたが、新規登録した長沼事務所において僅かながら及ばぬ結果となる。要

因として①実績推定値の誤差によるもの。②分社化による増加。2019年度の実績を踏まえ基本施策の再徹底を図る。

燃料使用料（ガソリン＋軽油）

廃棄物排出量

一般廃棄物量排出量

項　目

項　目

廃棄物排出量

一般廃棄物量排出量

産業廃棄物　排出量

一般廃棄物量排出量

二酸化炭素排出量

（対象：エネルギー総量）

二酸化炭素排出量

（対象：エネルギー総量）

燃料使用料（ガソリン＋軽油）

電力使用量

総排水量

項　目

産業廃棄物　排出量

総排水量

電力使用量

燃料使用料（ガソリン＋軽油）

廃棄物排出量

二酸化炭素排出量

（対象：エネルギー総量）

電力使用量

5



ṕ Ṗ

単位
2018年度

（基準

2018年度

（実績）

2019年度

（目標）

2019年度

（実績）
評価

kg-CO 2／年 161,851 161,851 161,401 156,061 ◎目標達成

kg-CO 2／年 71,867 71,867 71,867 69,940 ◎目標達成

kg-CO 2／年 89,984 89,984 89,534 86,121 ◎目標達成

kg／年 15,770 15,770 15,738 31,828 ×目標未達

kg／年 0 0 0 210 ×目標未達

kg／年 15,770 15,770 15,738 31,618 ×目標未達

㎥／年 1,414 1,414 1,400 1,402 ×目標未達

※評価

ṕ Ṗ

単位
2018年度

（基準

2018年度

（実績）

2019年度

（目標）

2019年度

（実績）
評価

kg-CO 2／年 73,152 73,152 73,042 75,479 ×目標未達

kg-CO 2／年 51,239 51,239 51,239 55,332 ×目標未達

kg-CO 2／年 21,913 21,913 21,803 20,147 ◎目標達成

kg／年 17,744 17,744 17,709 23,031 ×目標未達

kg／年 150 150 150 300 ×目標未達

kg／年 17,594 17,594 17,559 22,731 ×目標未達

㎥／年 63 63 63 57 ◎目標達成

※評価

単位
2018年度

（基準

2018年度

（実績）

2019年度

（目標）

2019年度

（実績）
評価

kg-CO 2／年 574,641 574,641 573,314 554,184 ◎目標達成

kg-CO 2／年 309,062 309,062 309,062 299,357 ◎目標達成

kg-CO 2／年 265,579 265,579 264,252 254,827 ◎目標達成

kg／年 242,486 242,486 241,995 244,628 ×目標未達

kg／年 2,100 2,100 2,090 2,280 ×目標未達

kg／年 240,386 240,386 239,905 242,348 ×目標未達

㎥／年 5,653 5,653 5,618 5,403 ◎目標達成
総評

二酸化炭素排出量

（対象：エネルギー総量）

電力使用量

燃料使用料（ガソリン＋軽油）

廃棄物排出量

一般廃棄物量排出量

産業廃棄物　排出量

総排水量

全拠点とりまとめとして廃棄物排出量の削減において未達。要因として。①藤枝地区ならびに吉田地区において期末

に事務所ならびに作業所の作業環境整備を実施。②機械設備の配置の見直しに伴う機器類の撤去。③ゴルフボー

ル取集機事業に携わる事業の縮小に伴う資材整理。④部所移動に伴う事務所の改築に伴う廃棄物の増加。以上

の要因によるもので、既対応策の継続により改善するものとみている。

産業廃棄物　排出量

総排水量

吉田地区（吉田支店）においては、電力の削減ならびに産廃物の削減において未達。電力削減においては8月まで

は順調に進んでいたが、以降未達と転じる。要因として①地下水ポンプの異常によりポンプが連続運転状況となってい

たこと。②曇天が多く日中から作業場の照明を使用していたこと。廃棄物の増加の要因は①作業環境改善整備の

為、不要な機器を撤去。②ゴルフボール取集機関係資材の廃棄処分を実施。以上が大きな要因となっている。

項　目

藤枝地区（藤枝支店）においては、廃棄物の排出量が大幅に増加、目標未達となる。また水道使用量においても

同様未達。要因として①期末に事務所兼お客様待合室の改修工事を実施、事務関連書類ならびに機材等の排出

が増加した。廃棄物の増加においては以上が大きく作用している。1月期までは目標達成している。水道使用量におい

ては、年度初めより増加傾向となり、中盤盛り返すも僅かに及ばず未達となる。要因として①地水利用の廃止。②受

け入れ車両と反比例して洗車機会が増えた。③洗車タオルのすすぎ時の節水の徹底がされずにいた。（改善）

項　目

二酸化炭素排出量

（対象：エネルギー総量）

電力使用量

燃料使用料（ガソリン＋軽油）

廃棄物排出量

一般廃棄物量排出量

総排水量

産業廃棄物　排出量

一般廃棄物量排出量

項　目

二酸化炭素排出量

（対象：エネルギー総量）

電力使用量

燃料使用料（ガソリン＋軽油）

廃棄物排出量
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ẋ ṕ Ṗ ṕ2019 Ṗ

ṕ Ṗ

（実績）
基準年度

（目標）
基準年度比

（実績）

未達/達成

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

174,423 174,423 161,795 174,423 174,423 172,679 170,935

(修正値）
180,767(修正前）

100.0% 目標達成 100.0% 100% 99% 98.0%

78,784 78,391 75,372 78,391 78,391 77,996 77,208

99.5% 目標達成 99.5% 100% 99% 98.0%

253,207 252,814 237,167 252,814 252,814 250,675 248,143

（修正値） 99.8% 目標達成 99.8% 99.8% 99.0% 98.0%

1,950 1,940 1,770 1,940 1,940 1,940 1,940

99.5% 目標達成 99.5% 99.5% 99.5% 99.5%

207,022 206,608 187,999 206,194 205,987 205,780 205,573

99.8% 目標達成 99.6% 99.5% 99.4% 99.3%

4,051 4,031 3,832 4,010 3,990 3,832 3,832

(修正値） 99.5% 目標達成 99.0% 98.5% 94.6% 94.6%

176 194 160 194 194 210 220

110.2% 目標未達 110.2% 110.2% 119.3% 125.0%

59 67 53 67 67 68 68

113.6% 目標未達 113.6% 113.6% 115.3% 115.3%

1,002.7 902.4 977.9 802.1 701.9 701.9 701.9

90.0% 目標未達 80.0% 70.0% 70.0% 70.0%

346.11 346.11 346.11 342.60 339.20

（基準年実

績）
100.0% 100.0% 99.0% 98.0%

6,990.6 6,990.6 6,991 6,920 6,850

（基準年実績） 100.0% 100.0% 99.0% 98.0%

（注）二酸化炭素にLPG,灯油は2019年度より集計、基準年として2020年度より取り組む

kg-CO2

排出係数換算

ガソリン2.32　軽油

2.58

kg-CO 2

（㎥／年）

（kg／年）

（個／年）

（kg／年）

自動車燃料の

二酸化炭素排

出量削減

二酸化炭素排

出量合計

電力の二酸化

炭素排出量削

減

2022年度2023年度2018年度

（台／年）

（kg／年）

節水

環境配慮の整

備・製品の販

売促進　ＥＣ

Ｏバッテリー

2019年度 2020年度

kg-CO2

排出係数換算

0.472

2021年度

二酸化炭素

（灯油）

二酸化炭素

（ＬＰＧ）

kg-CO2排出係

数換算2.49

kg-CO2排出係数

換算2.07

環境配慮の整

備・製品の販

売促進　ＥＣ

Ｏカー

化学物質の適

正管理

　

　　項　目

一般廃棄物

の削減

産業廃棄物

の削減
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ṕ 1 ṕ Ṗ

（実績）
基準年度

（目標）
基準年度比

（実績）

未達/達成

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

11,533 11,533 12,290 11,533 11,533 11,418 11,302

(修正値）
5,189（修正前）

100.0% 目標未成 100.0% 100.0% 99.0% 98.0%

74,898 74,524 73,187 74,524 74,524 74,149 73,400

99.5% 目標達成 99.5% 99.5% 99.0% 98.0%

86,431 86,057 85,477 86,057 86,057 85,567 84,702

（修正値）
80,087（修正前）

99.6% 目標達成 99.6% 99.6% 99.0% 98.0%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

125 124 112 124 123 118 116

(修正値）
59　　（修正前）

99.2% 目標達成 99.2% 98.4% 94.4% 92.8%

885 1,106 878 1,106 1,106 1,195 1,230

125.0% 目標未達 125.0% 125.0% 135.0% 139.0%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（基準年実

績）
0.0% 0.00% 0.0% 0.0%

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（基準年実績） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

2022年度2023年度

（kg／年）

kg-CO2

排出係数換算

0.472

kg-CO2

排出係数換算

ガソリン2.32　軽油

2.58

kg-CO 2

（個／年）

（台／年）

　

　　項　目

産業廃棄物

の削減
（kg／年）

（kg／年）

（㎥／年）

2020年度2021年度

電力の二酸化

炭素排出量削

減

自動車燃料の

二酸化炭素排

出量削減

二酸化炭素排

出量合計

一般廃棄物

の削減

2018年度 2019年度

二酸化炭素

（ＬＰＧ）

kg-CO2排出係数

換算2.07

節水

環境配慮の整

備・製品の販

売促進　ＥＣ

Ｏバッテリー
環境配慮の整

備・製品の販

売促進　ＥＣ

Ｏカー

化学物質の適

正管理

二酸化炭素

（灯油）

kg-CO2排出係

数換算2.49

8



ṕ Ṗ

（実績）
基準年度

（目標）
基準年度比

（実績）

未達/達成

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

185,956 185,956 174,085 185,956 185,956 184,097 182,237

(修正値）
185,956(修正前）

100.0% 目標達成 100.0% 100% 99% 98.0%

153,682 152,915 148,559 152,915 152,915 152,145 150,608

99.5% 目標達成 99.5% 100% 99% 98.0%

339,638 338,871 322,644 338,871 338,871 336,242 332,845

（修正値） 99.8% 目標達成 99.8% 99.8% 99.0% 98.0%

1,950 1,940 1,770 1,940 1,940 1,940 1,940

99.5% 目標達成 99.5% 99.5% 99.5% 99.5%

207,022 206,608 187,999 206,194 205,987 205,780 205,573

99.8% 目標達成 99.6% 99.5% 99.4% 99.3%

4,176 4,155 3,944 4,134 4,113 3,950 3,948

(修正値） 99.5% 目標達成 99.0% 98.5% 94.6% 94.5%

1,061 1,300 1,038 1,300 1,300 1,405 1,450

122.5% 目標未達 122.5% 122.5% 132.4% 136.7%

59 67 53 67 67 68 68

113.6% 目標未達 113.6% 113.6% 115.3% 115.3%

1,002.7 902.4 977.9 802.1 701.9 701.9 701.9

90.0% 目標未達 80.0% 70.0% 70.0% 70.0%

346.11 346.11 346.11 342.60 339.20

（基準年実

績）
100.0% 100.0% 99.0% 98.0%

6,990.6 6,990.6 6,991 6,920 6,850

（基準年実績） 100.0% 100.0% 99.0% 98.0%

（注）二酸化炭素にLPG,灯油は2019年度より集計、基準年として2020年度より取り組む

（台／年）

（kg／年）

（kg／年）

（㎥／年）

（個／年）

kg-CO2

排出係数換算

ガソリン2.32　軽油

2.58

kg-CO 2

（kg／年）

2022年度

kg-CO2

排出係数換算

0.472

　

　　項　目

2018年度 2019年度 2020年度2021年度 2023年度

電力の二酸化

炭素排出量削

減

自動車燃料の

二酸化炭素排

出量削減

二酸化炭素排

出量合計

一般廃棄物

の削減

産業廃棄物

の削減

節水

環境配慮の整

備・製品の販

売促進　ＥＣ

Ｏバッテリー
環境配慮の整

備・製品の販

売促進　ＥＣ

Ｏカー

化学物質の適

正管理

二酸化炭素

（灯油）

kg-CO2排出係

数換算2.49

二酸化炭素

（ＬＰＧ）

kg-CO2排出係数

換算2.07

9
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ṕ Ṗ

（実績）
基準年度

（目標）
基準年度比

（実績）

未達/達成

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

71,867 71,867 69,940 71,867 71,867 71,148 70,430

100.0% 目標達成 100.0% 100% 99.0% 98.0%

89,984 89,534 86,121 89,534 89,534 89,084 88,184

99.5% 目標達成 99.5% 99.5% 99.0% 98.0%

161,851 161,401 156,061 161,401 161,401 160,232 158,614

99.7% 目標達成 99.7% 99.7% 99.0% 98.0%

150 150 210 150 150 150 150

100.0% 目標未達 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

15,770 15,738 31,618 15,707 15,691 15,691 15,691

99.8% 目標未達 99.6% 99.5% 99.5% 99.5%

1,414 1,400 1,402 1,400 1,400 1,400 1,400

99.0% 目標未達 99.0% 99.0% 99.0% 99.0%

357 393 413 436 475 485 500

110.1% 目標達成 122.1% 133.1% 135.9% 140.1%

37 41 40 44 48 48 48

110.8% 目標未達 118.9% 129.7% 129.7% 129.7%

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0% 目標達成 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

704.67 704.67 704.67 697.60 690.60

（基準年実

績）
203.6% 203.6% 201.6% 199.5%

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（基準年実績） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

2022年度2023年度

kg-CO2

排出係数換算

0.472

kg-CO2

排出係数換算

ガソリン2.32　軽油

2.58

2018年度 2019年度 2020年度2021年度

kg-CO 2

（kg／年）

（kg／年）

（㎥／年）

（個／年）

（台／年）

　

　　項　目

電力の二酸化

炭素排出量削

減

自動車燃料の

二酸化炭素排

出量削減

二酸化炭素排

出量合計

一般廃棄物

の削減

産業廃棄物

の削減

節水

環境配慮の整

備・製品の販

売促進　ＥＣ

Ｏバッテリー
環境配慮の整

備・製品の販

売促進　ＥＣ

Ｏカー

化学物質の適

正管理

二酸化炭素

（灯油）

kg-CO2排出係

数換算2.49

二酸化炭素

（ＬＰＧ）

kg-CO2排出係数

換算2.07

（kg／年）
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ẋ ṕ Ṗ ṕ2019 Ṗ

ṕ Ṗ

（実績）
基準年度

（目標）
基準年度比

（実績）

未達/達成

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

51,239 51,239 55,332 51,239 51,239 50,727 50,214

100.0% 目標未達 100.0% 100% 99.0% 98.0%

21,913 21,803 20,147 21,803 21,803 21,694 21,475

99.5% 目標達成 99.5% 99.5% 99.0% 98.0%

73,152 73,042 75,479 73,042 73,042 72,421 71,689

99.8% 目標達成 99.8% 99.8% 99.0% 98.0%

150 150 300 150 150 150 150

100.0% 目標未達 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

17,594 17,559 22,731 17,524 17,507 17,418 17,242

99.8% 目標未達 99.6% 99.5% 99.0% 98.0%

63 63 57 63 63 60 57

100.0% 目標達成 100.0% 100.0% 95.2% 90.5%

36 40 43 44 48 52 56

111.1% 目標達成 122.2% 133.3% 144.4% 155.6%

12 14 17 15 16 17 18

116.7% 目標達成 125.0% 133.3% 141.7% 150.0%

428.3 424.0 377.5 420.0 406.9 398.4 385.5

99.0% 目標達成 98.1% 95.0% 93.0% 90.0%

4,980.00 4,980.00 4,980.00 4,855.00 4,731.00

（基準年実

績）
100.0% 100.0% 97.5% 95.0%

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（基準年実績） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

環境配慮の整

備・製品の販

売促進　ＥＣ

Ｏカー

環境配慮の整

備・製品の販

売促進　ＥＣ

Ｏバッテリー

一般廃棄物

の削減

産業廃棄物

の削減

節水

電力の二酸化

炭素排出量削

減

自動車燃料の

二酸化炭素排

出量削減

二酸化炭素排

出量合計

2022年度2023年度

kg-CO2

排出係数換算

0.472

kg-CO2

排出係数換算

ガソリン2.32　軽油

2.58

　

　　項　目

2018年度 2019年度 2020年度2021年度

（㎥／年）

（個／年）

（台／年）

kg-CO 2

（kg／年）

（kg／年）

化学物質の適

正管理

二酸化炭素

（灯油）

kg-CO2排出係

数換算2.49

二酸化炭素

（ＬＰＧ）

kg-CO2排出係数

換算2.07

（kg／年）
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3

（実績）
基準年度

（目標）
基準年度比

（実績）

未達/達成

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

309,062 309,062 299,357 309,062 309,062 305,972 302,881

100.0% 目標達成 100.0% 100% 99.0% 98.0%

265,579 264,252 254,827 264,252 264,252 262,923 260,267

99.5% 目標達成 99.5% 99.5% 99.0% 98.0%

574,641 573,314 554,184 573,314 573,314 568,895 563,148

99.8% 目標達成 99.8% 99.8% 99.0% 98.0%

2,250 2,240 2,280 2,240 2,240 2,240 2,240

99.6% 目標未達 99.6% 99.6% 99.6% 99.6%

240,386 239,905 242,348 239,425 239,185 238,889 238,506

99.8% 目標未達 99.6% 99.5% 99.4% 99.2%

5,653 5,618 5,403 5,597 5,576 5,410 5,405

99.4% 目標達成 99.0% 98.6% 95.7% 95.6%

1,454 1,733 1,494 1,780 1,823 1,942 2,006

119.2% 目標未達 122.4% 125.4% 133.6% 138.0%

108 122 110 126 131 133 134

113.0% 目標未達 116.7% 121.3% 123.1% 124.1%

1,431.0 1,326.4 1,355.4 1,222.1 1,108.8 1,100.3 1,087.4

92.7% 目標未達 85.4% 77.5% 76.9% 76.0%

6,030.78 6,030.78 6,030.78 5,895.20 5,760.80

（基準年実

績）
100.0% 100.0% 97.8% 95.5%

6,990.6 6,990.6 6,990.6 6,920.0 6,850.0

（基準年実績） 100.0% 100.0% 99.0% 98.0%

2022年度2023年度

kg-CO2

排出係数換算

0.472

kg-CO2

排出係数換算

ガソリン2.32　軽油

2.58

2018年度 2019年度 2020年度2021年度

（個／年）

（台／年）

kg-CO 2

（kg／年）

（kg／年）

（㎥／年）

　

　　項　目

電力の二酸化

炭素排出量削

減

自動車燃料の

二酸化炭素排

出量削減

二酸化炭素排

出量合計

一般廃棄物

の削減

産業廃棄物

の削減

節水

環境配慮の整

備・製品の販

売促進　ＥＣ

Ｏバッテリー
環境配慮の整

備・製品の販

売促進　ＥＣ

Ｏカー

化学物質の適

正管理

二酸化炭素

（灯油）

kg-CO2排出係

数換算2.49

二酸化炭素

（ＬＰＧ）

kg-CO2排出係数

換算2.07

（kg／年）
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人事総務課 ｻーﾋ゙ｽ営業部 静 岡 支 店 大型サービス課 営 業 課 部品販売部

課長 部長 支店長 課長 課長 部長

ṕ Ṗ

藤 枝 支 店

フ ロ ン ト

藤 枝 支 店

小 型 メカ

藤枝支店

小型ボディー

部品販売部

販 売 ２ 課

ṕ Ṗ

吉 田 支 店

フ ロ ン ト

吉 田 支 店

大 型 担 当

吉 田 支 店

小 型 メカ

吉 田 支 店

ボ デ ー

ẋ

代表者（社長）

内部監査

（営業本部長）

藤枝地区 吉田地区

環境管理責任者　（管理本部長）

EA21推進委員会
環境事務局
（総務部長）

部門長

各部署担当責任者（係長・作業主任者等）

代表者（社長）

内部監査

（営業本部長）

静岡地区 吉田地区

環境管理責任者（藤枝支店長）

EA21推進委員会 環境事務局
（藤枝支店工場長）

部門長

各部署担当責任者（係長・作業主任者等）

代表者（社長）

内部監査

（営業本部長）

静岡地区 藤枝地区

環境管理責任者（吉田支店長）

EA21推進委員会 環境事務局
（吉田支店工場長）

部門長

各部署担当責任者（係長・作業主任者等）
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・環境経営に関する統括責任。

・環境経営システムの実施に必要な,要員、設備、費用等を承認。

・環境管理責任者を任命。

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動計画書を承認。

・代表者による全体の評価と見直しを実施。

・環境活動レポートの承認。

・環境経営システムの構築、実施、管理。、

・環境経営システムの実施に必要な,要員、設備、費用等を準備。

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認。

・環境目標・環境活動計画書を確認。

・環境活動の取組結果を代表者へ報告・

・環境活動レポートの確認。

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。

・環境目標、環境活動計画書原案の作成。

・環境活動の実績集計。

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・自部門における環境経営システムの実施。

・自部門における環境方針の周知。

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

　テスト、訓練を実施、、記録の作成。

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告。

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

ẋ

役割・責任・権限

代表者（社長）

環境管理責任者

（管理本部長・藤枝・吉田

支店長）

環境事務局

（総務部長）

部門長

（各部の課長・部長・静岡

支店長）

担当責任者

（係長・作業主任者）

全従業員

14



ẋ

(全体評価）

次年度取組

（継続＝○、

取止め＝×）

項目別　担

当責任者

〇 ・各部門長

〇 ・各部門長

〇 ・各部門長

○ ・各部門長

○ ・各支店長

○
・サービス営

業部

〇 ・各部門長

取り組み計画 評価（結果と次年度の取り組み内容）

①通年軽装化、ブラインドやカーテンの

活用により空調効率の向上を図り使

用を最小限にとどめる。

サーキュレーターの活用、その他空調効果を高める工夫を

している。

②エアコンの設定温度の基本を事務

所は冷房27℃、暖房は21℃、ショー

ルームなどお客様との商談ルームは冷

房26℃、暖房22℃

猛暑日、夏日も多く、温暖化の進む環境下、設定温度が

現状に合わず室内温度にて管理している。夏季は出勤

時、部屋の換気を並行して冷房効率向上を図っている。

③使用していない機器類の電源OFF

又はスリープ機能（OA機器、

PC,AC）の活用。工場・事務所とも

無人または昼休みの消灯・電源OFF

の徹底、但し雨天時の食事中は除く。

昼休みの消灯について、安全衛生委員会からの指摘に沿

い、暗い場所での転倒リスク回避、食事中の照明の確保

をしつつも、不要な電気機器の電源ＯＦＦ活動の継続を

していく。

④エアコンフィルター清掃の実施（3ヶ

月に一度の簡易点検の際）

簡易点検の際、清掃状況を確認、未実施部門への指

摘、指導している。いまだに自主性がなく更なる意識付けが

必要。

⑤電気機器の差替えは省エネタイプを

選択導入する。

エアコンを省エネタイプへ、工場照明をLED,無電極電球へ

の差替えを実施し、今年度も一部LED照明を導入。さらに

次年度も計画的・継続的に差替えを図る。

○ ・各支店長
業務改善プロジェクトを立ち上げ活動してきた結果、12ヶ

月点検における作業手順書ならびに車検の作業手順を策

定し、標準化・作業効率改善を図っている。

①作業手順の標準化による作業効

率向上、12ヶ月点検、他標準作業

手順書の策定。（基本数値の集計・

実施調査分析）

②策定した手順書の周知とスキル確

認コンテストの実施。

③ノー残業デーの実施

部署別業務毎で日を決めて実施するとしたが、継続されて

いない。引き続き業務ローテーションを加味し最低月1度は

実施する。

④管理部門と営業部門の連携強化

による総労働時間の削減

〇
・人事総務

課長

部門間の連携強化を図り、業務過多者への面談、担当

部門の責任者（上司）への指導・助言を実施。管理・監

督者へのマネジメント研修をつうじ従業員の個々のスキル

UPを図ってきた。次年度も年間教育計画に沿って従業員

のスキルUP・意識改善を図っている。また、勤怠管理システ

ムを活用し是正に努めている。計画年休はもとより有給休

暇の利用促進を図っている。

・勤怠管理システムの導入と活用（リ

アルタイムで情報を管理・指導につな

げる）

・計画年休の消化ならびに有給休暇

の取得率ならびに消化率の向上を図

る
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〇 ・各部門長

○ ・各支店長

○ ・各部門長

○ ・各部門長

①安全運転・エコドライブの徹底

〇 ・各部門長

各部門長から各所属員へ情報共有がされ意識の改善

がされている。定着を図るため継続している。

・走行距離・燃費結果の従業員への

情報共有・指導の継続

・空調の控え目使用の呼び掛け

・急発進、急加速の禁止

②車内の整理整頓
○ ・各部門長

・不要な荷物を載せておかない

③最適な部品の選択と徹底した整

備による車両性能の維持

社内への徹底はもとより、社外への働き掛けにより環境

活動と事業収益とが直結した活動を継続していく。

④車両購入時のエコカー導入

代車はエコカーへの差替えが進んでいるが、営業車両の

差替えが進んでいない。基準を決め、計画的に差替えを

図る。

○ ・部品販売部長

営業車両にドライブレコーダーを装着、安全運転指導を実

施し、安全運転意識の向上による燃費向上と事故削減に

努め、事故発生件数を抑えることができた通信型ドライブレ

コーダーの導入は遅れ。導入目的を再確認し導入を検討

する。リアルタイムで情報を収集し、映像・運行データの有

効活用と詳細な情報を収集し、きめ細やかな指導による事

故削減を図る。

①ドライブレコーダーの導入・運転挙動

分析と安全運動指導

②通信式ドライブレコーダーの導入
○ ・部品販売部長

・効率的な運行指導の実施

①必要最小限度の会議資料の印刷

○ ・各部門長
会議事前の情報共有ならびに、不要な書類印刷を減すこ

とができた。また、ＷＥＢ会議を導入することで関係者の移

動時間の無駄を削減する。引き続き作成資料の必要性を

見直し、無駄な資料を廃止することで、業務効率向上を

図るとともに、環境保全につなげていく。　　古紙の分別意

識が薄れているので今一度一般廃棄物への取り組みを周

知していく。

・両面印刷、集約印刷、裏紙使用

（機密文章・個人情報の保護の遵守）

②社内伝達文章など画面上で閲覧

可能な文章は極力印刷を避け印刷

物の削減を図る

③コピー使用後はリセットボタンを押

し、ミスコピーの防止を図る

①ウエス、廃グリースなどの排出削減

○
・大型サービ

ス部門長

朝礼等で結果報告、改善指導を実施、ウエス、ブレーキク

リーナーの削減意識は高まっている。産廃物の削減に各従

業員の分別回収の意識がたかまり、大型整備において重

整備の増加に伴い廃棄物が増加してきた。またお客様待

合室の改築や労働環境の改善を目的とした取り組みを実

施してきたことで、産業廃棄物の排出量が一時的増加して

しまった。　　　　　基本的取組としてリサイクル部品の有効

活用と再生を進めるなど、引き続き、販売ツールを活用し、

お客様理解のもと斡旋を進めまていく。また、分別回収に

力を入れ再資源化についても継続推進していく。

・使用済みウエスの分別再利用

・汚さない整備の実施

・1台当たりの使用量を把握し従業員

に情報を共有削減意識の向上を図る

②産業廃棄物のリサイクル率の向上

○
・大型サービ

ス部門長

・分別により産廃物に対する資源ごみ

の割合を増やす。

・リサイクル先の開拓、活用
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○ ・各部門長

○ ・各部門長

○ 営業課課長

○ 各支店長

○

○

※各部門長＝各部門の部課長または支店長

①洗車機（スチームクリーナ）、トイレ

など水回り機器の差替え、改修の際は

エコ商品を購入
目標は達成できたが、課題は多い。水道管の老朽化は全

支店共通の課題であり、漏水による被害を最小減に防ぐ

為の水量計の自主検査を継続し異常値の早期発見に努

め漏水防止に努めているが、吉田支店において給水ポンプ

の不良により、ポンプが連続稼働していたことで、電気量が

増加したしまった。（井水ポンプには流量計がなく相当の水

資源が失われている可能性がある。）藤枝支店では井水

から上水に切り替えたことが、水道使用量の増加につながっ

た。ため水の利用など基本的取組が担当者が代わり引継

がれないなど、取組に対する形骸化が進んでいた。

②節水弁・節水コマの採用推進

③漏水防止対策の実施

○ ・各部門長・終業時または始業時に水量計の定

期自主点検を実施

④洗車手順の見直し

○ ・各部門長
・洗車時ホースによる垂れ流しを避け

バケツのため水を活用
・タオルなどのすすぎ水の垂れ流し防

止。

ỐỎỚ

①部品製造メーカーからのデータ収

集、正しい商品知識の習得 ○
・部品販売

部部長

今年度も新商品の勉強会を実施、正しい商品知識の基、

お客様へ正しい情報の提供による販売推奨を推し進めて

きたが目標未達。結果は今一つであったが、お客様への

「ちゃんと買い」提案をすことが車が持つ性能を引き出すこと

につながり、ひいてはお客さにとっても得となり、かつ環境保

全にもつながる。ゆえに継続推奨販売していく。

・拡販ツールの作成・活用

②車両車格にあった製品の斡旋販売

○ ・小型メカ

新規塗装ブース導入され、水性化への取組を目指したが

切替ができていない。
・エコブースの導入による水性化を図る

・ちゃんと買いによる環境に優しい車両

性能の維持

ṕ Ṗ

①お客様へのエコカー・安全サポー

トカーの推奨販売

今期も環境に優しい車両の推奨販売を目指してた

が、車両販売総数が減少、エコカー販売台数を伸ば

すことが出来ず目標未達。　今年度は保険販売に力

を入れ販売の機会を増やすことで目標達成を目指し

てきたが、車両販売担当者のスキルアップはもとより全

社員協力の基、販売強化に努めている。

②社有車差替えの際はエコカー導

入

代車はエコカーへの差替えが進んでいるが、営業車両の

差替えが進んでいない。外部環境の影響により計画遅

れ。

①ＰＲＴＲ法の遵守、化学物質の

使用量削減
・各部門長

藤枝・吉田地区は目標達成。静岡地区では水性塗料へ

の切り替えを進めるも未達。要因として管理者、現場責任

者との意識の乖離がある。
・水性塗料又はエコ塗料の導入・切

替え

・静岡支店

支店長

・塗料総使用量に絞める水性塗料比

率の向上
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ẋ Ḳ2019 9 2

※今回も多数寄せられたアンケート結果を基に対応策を検討、、改善案を策定した。結果を踏まえつつ次

回の防災訓練計画を策定し、より実践に役立つ訓練につなげていくこととした。

ỌỐỏ

※全支店にて令和元年中部運輸局静岡運輸支局長表彰を受賞、環境に配慮した事業所として認められ

ました。

環境に配慮した整備工場への取り組

前回同様「実際を想定した訓練にしていくべきだ」との意見を参考にシナリオを策定、訓練実施した。

ẋ

Ḳ
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遵守情況

・フロン回収報告書の確認

・ボンベの現物確認及び検査証確認

・車検記録簿の記入及び内容確認

・廃棄物処理業者との契約書及び許可書確認
・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の確認

・防災通報訓練の実施確認
・消防設備の定期点検確認

・油水分離槽の定期点検確認

・浄化槽定期点検確認

・既届出書の確認

・既届出書の確認

・労働基準監督署への届出書確認
・健康診断実施状況及び結果表の届出書確認

（2020年6月5日　代表取締役社長　濱崎　秀行　）　
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次のとおりである。
主な適用法規等 該当する活動

自動車リサイクル法
使用済み自動車の再資源化に関する法律

遵守

高圧ガス保安法
フロン回収用ボンベの容器再検査

遵守

道路運送車両法
保安基準への適合

遵守

廃棄物の処理及び清掃に関

する法律

廃棄物の排出適正処理
遵守

消防法

消火設備の設置、維持管理、危険物の取扱と保管
遵守

水質汚濁防止法

自動式車両洗浄装置
遵守・既届出書の確認

遵守

浄化槽法
浄化槽の適正使用、定期的な維持管理

遵守

騒音規制法
規制基準の遵守、特定施設として届出

遵守

ẋ

　2019年度は二酸化炭素排出量、水道使用量の削減において目標達成、産業廃棄物の排出量

の削減とECOカー販売やECOバッテリーの推奨販売などの事業収益に直結した項目が未達に終わっ

た。要因として年度末にお客様待合室の環境整備と従業員の作業環境改善を図るべく各施設の改

良・整理を実施した際、一般廃棄物ならびに産業廃棄物の排出が増加し目標未達となった。

2019年度「循環型社会の形成に向けた社会への責務を認識し単なる環境管理にとどまることなく、

本来事業の改善が省エネ化や産業廃棄物の削減に、延いては環境改善に繋げる」を行動指針と掲

げ活動してきた。また会社組織の形成手段として環境経営への取組は、事業における課題やチャンス

を明確にし、経営に直結した取組による改善を図ることで、持続可能な企業に繋げていくことができ

る。達成手段として各々が率先し取組む姿勢を持ち行動できる企業風土づくり、人財づくりに注力し

つつ新たな組織体制の確立、戦略立案へとつなげてきた。　前年度の課題である「目標の設定と取組

手段の見直しを図る」については、これまでの常識の域を超え、今一度仕切り直し、有意義な結果の

得られる取組を心がけてきた。　コロナ禍の中、非常に厳しい状況下ではあるが、これまでの基本姿勢

を基に継続的に取り組むことで今年度の結果につなげていきたい。

フロン排出抑制法

フロン機器「使用時」のフロン漏えい防止措（業務用冷房空調機）

遵守
　　　　　　　・簡易点検（３ヶ月に一度以上）

　・定期点検（３年に１回以上）
　　　　　　　　※定格出力7.5KW以上

環境関連法規制等の遵守状況の評価（２０２０年２月実施、内部監査人・環境管理責任
者他による）の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。
また、過去3年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。

振動規制法
規制基準の遵守、特定施設として届出

遵守

労働安全衛生法

塗装ブース、集塵装置などの設置届出
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